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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

地区ガバナー  若林 純也 

 

大変お疲れさまです。年度最終となります第 4回キャビネット会議にご参加いただき

誠にありがとうございます。過ぎてしまうと早いもので年度スタートしてからあっとい

う間にここまで来てしまったと感じると同時に、すべきアクションがまだ全て起こせて

いるわけではないことから、残り任期をかけてしっかり次期へ繋げていけるよう邁進す

る決意を新たにするところです。 

ZC、地区役員をはじめとするキャビネットを構成していただきましたすべてのメン

バー皆さまにおかれましては、それぞれに公私ともに色んな事情があるなかで大役をお

受けいただきましたことにまず感謝申し上げます。また、それぞれの立場において、全

力でライオンズの活動ならびにキャビネットの運営にご尽力いただきましたこと、心よ

り感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 

ライオンズクラブをシンプルに考えたとき、「それぞれのクラブ地域で素晴らしい活

動を行い奉仕に全力を傾ける」「感動が人を呼び新たな仲間が増え奉仕の IMPACT が増

大する」「わたしたちは国際協会という国際団体の一員として、日本として LCIF を通じ

て世界にも奉仕を行う」、ライオンズの意義はこの 3 点ではないかと考えます。結果と

して自身の勉強になったり、かけがえのない生涯の友や心の豊かさを得、ライオンズが

素晴らしいライフワークとなることは、何物にも代えがたい喜びとなり、私たちライオ

ンズが邁進することは、日本で、世界でひとりでも多くの人が笑顔になったり、苦しみ

から解き放たれる人がいるのであれば、ライオンズでしか得ることのできないこの上な

い喜びと考えます。家族や社業が大事ということは基本としたうえで、今後もライオン

ズクラブに、あらん限りの情熱を傾けていただけますことを確信し、皆さまのご健勝と

今後益々のご活躍をご祈念しご挨拶とさせていただきます。 

 

We Serve！ 
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出席者一覧 

 

 

 

役職 氏名

元国際理事・元地区ガバナー・地区名誉顧問 川島 正行

元地区ガバナー・地区名誉顧問 鈴木 正二

元地区ガバナー・地区名誉顧問 萩原 光義

元地区ガバナー・地区名誉顧問 小吹 勇

元地区ガバナー・地区名誉顧問 大竹 伸一

元地区ガバナー・地区名誉顧問 下川 利澄

元地区ガバナー・地区名誉顧問 中嶋 正昭

元地区ガバナー・地区名誉顧問 根本 昌卓

元地区ガバナー・地区名誉顧問 大髙 宣靖

元地区ガバナー・地区名誉顧問 山川 洋

元地区ガバナー・地区名誉顧問 岡野 良男

元地区ガバナー・地区名誉顧問 齊藤 正行
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R Z 所属クラブ 役職 氏名 第1回 第2回 第3回 第4回

2 1 水戸葵 地区ガバナー 若林 純也 ○ ○ ○ ○

5 1 牛久茎崎 前地区ガバナー・地区名誉顧問会議⾧ 椎名 健二 ○ ○ ○ ○

1 2 勝田 第1副地区ガバナー 鈴木 光成 ○ ○ ○ ○

1 1 日立中央 第2副地区ガバナー 鈴木 孝昌 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸葵 キャビネット幹事 関川 恵一 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸葵 キャビネット会計 大窪 聡史 ○ ○ ○ ○

4 1 土浦亀城 GLTコーディネーター 結城 健一 ○ × × ○

4 2 筑波 GMTコーディネーター 太田 敬 ○ × ○ ○

4 1 土浦 GETコーディネーター 藤田 匡史 ○ ○ × ○

7 2 岩井 WYPTコーディネーター 中山 景子 ○ ○ ○ ○

4 2 つくばOAK GSTコーディネーター 渡辺 まり恵 ○ ○ × ○

4 2 筑波ヤング LCIFコーディネーター 倉留 ラジェシュ ○ × - -

4 2 筑波ヤング LCIF副コーディネーター 北島 智希 ○ × ○ ○

2 1 水戸葵 キャビネット事務局⾧・年次大会事務局⾧ 石井 慎太郎 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸 GLTリーダーシップ育成委員⾧ 大髙 勝利 ○ ○ ○ ○

4 2 つくば西 GMT・GET委員⾧（会員増強・リテンション・EXT） 富島 純一 ○ × ○ ○

2 1 水戸チアフル WYPT委員⾧（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 刑部 ともこ ○ ○ ○ ○

2 1 水戸葵 LCIF・国際大会委員⾧ 植田 佳男 ○ ○ ○ ○

4 2 筑波 PR・IT・マーケティング委員⾧ 坂入 武史 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員⾧ 関 義則 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸北 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員⾧ 黒澤 清訓 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸西 YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員⾧ 今井 章人 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸葵 年次大会委員⾧ 吉澤 敦 ○ × × ○

2 1 水戸西 GLTリーダーシップ育成副委員⾧ 矢口 隆人 ○ ○ ○ ○

4 2 つくば西 GMT・GET副委員⾧（会員増強・リテンション・EXT） 塚原 健太 ○ ○ ○ ○

2 2 神栖 GMT・GET副委員⾧（会員増強・リテンション・EXT） 林 和代 ○ × ○ ○

2 1 水戸チアフル WYPT副委員⾧（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 亀山 桂枝 ○ × ○ ○

1 2 勝田 WYPT副委員⾧（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 中島 さおり ○ ○ ○ ○

1 2 ひたちなかベストLCIF・国際大会副委員⾧ 髙倉 美佳 ○ ○ ○ ○

4 2 つくばHOPE PR・IT・マーケティング副委員⾧ 中﨑 直子 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸 日本ライオンズ・アラート・環境保全副委員⾧ ⾧谷部 雅也 ○ ○ × ○

2 1 水戸西 ライオンズクエスト・薬物乱用防止副委員⾧ 喜田 和弘 ○ ○ × ○

1 2 東海 ライオンズクエスト・薬物乱用防止副委員⾧ 大川 佳史 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸西 YCE・レオ・青少年育成・食料支援副委員⾧ 皆川 次郎 ○ ○ × ○

1 2 那珂湊 YCE・レオ・青少年育成・食料支援副委員⾧ 坂本 哲也 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸葵 キャビネット筆頭副幹事 大貫 淳司 ○ ○ ○ ○

1 1 日立中央 キャビネット副幹事 和田 義秀 ○ ○ ○ ○

1 2 勝田 キャビネット副幹事 永井 雄一 ○ ○ ○ ○

1 2 勝田 キャビネット副幹事 森澤 吉大 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸葵 キャビネット副幹事 大津 常行 ○ × ○ ○

2 1 水戸西 キャビネット副幹事 藤枝 進一 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸チアフル キャビネット副幹事 高岡 裕子 ○ × ○ ○

3 1 石岡 キャビネット副幹事 福島 典昭 ○ ○ ○ ○

4 2 つくばOAK キャビネット副幹事 上田 亜沙美 ○ ○ ○ ○

6 1 岩瀬 キャビネット副幹事 木村 浩己 ○ ○ ○ ○
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R Z 所属クラブ 役職 氏名 第1回 第2回 第3回 第4回

1 1 日立桜 1R1Z ゾーン・チェアパーソン 菊池 清次 ○ ○ ○ ○

1 2 勝田グリーン 1R2Z ゾーン・チェアパーソン 永井 大貴 ○ ○ ○ ○

1 3 常陸大宮 1R3Z ゾーン・チェアパーソン 瀧 正秀 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸 2R1Z ゾーン・チェアパーソン 村田 豊 ○ ○ × ○

2 2 潮来 2R2Z ゾーン・チェアパーソン 鈴木 邦夫 ○ ○ ○ ○

3 1 常陸小川 3R1Z ゾーン・チェアパーソン 安達 勲 ○ ○ ○ ○

4 1 土浦北 4R1Z ゾーン・チェアパーソン 入江 謙吾 ○ × ○ ○

4 2 つくばアウル 4R2Z ゾーン・チェアパーソン 對﨑 寛 × ○ ○ ○

5 1 江戸崎 5R1Z ゾーン・チェアパーソン 蛯原 誠治 ○ ○ ○ ○

5 2 取手 5R2Z ゾーン・チェアパーソン 小嶋 吉浩 ○ ○ ○ ○

6 1 常陸大和 6R1Z ゾーン・チェアパーソン 藤田 行雄 ○ ○ ○ ○

6 2 筑西 6R2Z ゾーン・チェアパーソン 坂入 信佐 ○ ○ ○ ○

7 1 古河 7R1Z ゾーン・チェアパーソン 小山 久 ○ ○ ○ ○

7 2 茨城境 7R2Z ゾーン・チェアパーソン 松本 滝男 ○ ○ ○ ○

1 1 日立 GLTリーダーシップ育成委員 高木 幹夫 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸 GLTリーダーシップ育成委員 星野 克 ○ ○ ○ ×

3 1 常陸小川 GLTリーダーシップ育成委員 幡谷 文雄 ○ × ○ ○

4 2 つくばアウル GLTリーダーシップ育成委員 和田 篤 ○ ○ ○ ○

5 2 守谷 GLTリーダーシップ育成委員 渡辺 秀一 ○ ○ ○ ○

6 2 下館巴 GLTリーダーシップ育成委員 江連 秀一 ○ ○ ○ ×

7 1 古河 GLTリーダーシップ育成委員 ⾧塚 威 ○ ○ ○ ○

1 3 常陸太田 GMT・GET委員会（会員増強・リテンション・EXT） 根本 敬久 × ○ ○ ○

2 1 水戸 GMT・GET委員会（会員増強・リテンション・EXT） 若山 実 ○ ○ ○ ○

3 1 美野里 GMT・GET委員会（会員増強・リテンション・EXT） 戸田 見良 × × ○ ○

4 1 土浦環 GMT・GET委員会（会員増強・リテンション・EXT） 田中 義法 × × ○ ×

5 2 取手大利根 GMT・GET委員会（会員増強・リテンション・EXT） 猪瀬 光昭 ○ ○ ○ ○

6 2 茨城八千代 GMT・GET委員会（会員増強・リテンション・EXT） 生井 正行 ○ ○ ○ ○

7 2 ごか GMT・GET委員会（会員増強・リテンション・EXT） 藤沼 喜義 ○ ○ ○ ×

1 2 勝田グリーン WYPT委員会（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 塙 宗徳 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸北 WYPT委員会（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 鯉渕 仁志 ○ ○ ○ ○

3 1 石岡 WYPT委員会（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 内田 一成 ○ × ○ ○

4 2 つくば紫峰 WYPT委員会（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 小高 正太 × ○ ○ ○

5 2 取手 WYPT委員会（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 小林 秀幸 × ○ ○ ○

6 2 下館シニア WYPT委員会（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 鶴見 幸弘 ○ ○ ○ ○

7 2 つくばみらい WYPT委員会（献血・視力・糖尿病予防・小児がん） 文隨 靖 ○ ○ ○ ×

1 1 日立桜 LCIF・国際大会委員会 加納 芳郎 ○ ○ ○ ○

2 1 水戸東 LCIF・国際大会委員会 渡邉 匡 ○ × ○ ×

3 1 岩間 LCIF・国際大会委員会 ⾧谷川 忠男 × ○ × ×

4 1 阿見 LCIF・国際大会委員会 吉原 良典 ○ ○ ○ ○

5 1 牛久茎崎 LCIF・国際大会委員会 塚本 和男 ○ ○ ○ ○

6 2 筑西 LCIF・国際大会委員会 渡辺 利夫 ○ ○ × ×

7 2 茨城境 LCIF・国際大会委員会 木塚 康裕 ○ ○ ○ ×
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R Z 所属クラブ 役職 氏名 第1回 第2回 第3回 第4回

1 2 那珂湊 PR・IT・マーケティング委員会 田中 高司 × × ○ ○

2 2 大洗 PR・IT・マーケティング委員会 関根 薫 × × ○ ○

3 1 八郷 PR・IT・マーケティング委員会 松本 栄司 ○ ○ ○ ×

4 2 つくば西 PR・IT・マーケティング委員会 近藤 正登 ○ ○ ○ ○

5 2 取手中央 PR・IT・マーケティング委員会 池田 裕一 ○ ○ × ○

6 1 真壁 PR・IT・マーケティング委員会 村上 宏 × × × ○

7 2 石下 PR・IT・マーケティング委員会 関井 利徳 × ○ × ×

1 3 常陸大宮 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 平野 啓太郎 ○ × × ×

2 2 行方 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 飯田 信雄 ○ ○ ○ ○

3 1 内原 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 玉木 正雄 ○ ○ ○ ○

4 1 土浦亀城 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 浅野 修 × ○ ○ ○

5 1 竜ケ崎ききょう 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 荒槇   純勝 ○ ○ ○ ○

6 1 常陸大和 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 岩渕 久之 ○ ○ ○ ○

7 1 総和 日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 安喰 友之 ○ ○ × ○

1 1 北茨城桜 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 吉村 文雄 ○ ○ ○ ×

2 2 潮来 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 立野 壯一 ○ ○ ○ ○

3 1 茨城ひぬま ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 檜山 太一 × × × ○

4 1 土浦SORA ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 石毛 正昭 × ○ ○ ○

5 1 龍ケ崎 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 櫻井 隆 ○ ○ ○ ○

6 2 しもつま ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 小竹 薫 ○ ○ × ○

7 2 岩井 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 中村 和義 ○ ○ ○ ○

1 2 勝田 YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 堀川 智也 ○ × ○ ○

2 2 鹿島 YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 給前 正敏 ○ ○ ○ ○

3 1 笠間 YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 友常 千秋 ○ ○ × ○

4 2 筑波ヤング YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 霜越 安文 ○ × ○ ○

5 1 江戸崎 YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 清原 秀樹 ○ ○ ○ ○

6 1 岩瀬 YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 堀 義己 × × × ○

7 1 茨城三和 YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 増田 敏浩 ○ ○ × ×
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第 4回キャビネット会議プログラム 

2026 年 4月 19 日（土）14:30〜 

会場 水戸市民会館 

 

                司会  キャビネット事務局長  石井 慎太郎 

 

                 

1. 開会宣言・開会ゴング  地区ガバナー 若林 純也 

2. 国旗に敬礼・国家斉唱  全 員 

3. 物故ライオン、献眼者に黙祷   

4. ライオンズヒム斉唱   

5. 役員紹介 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ筆頭副幹事 大貫 淳司 

6. ご挨拶 地区ガバナー 若林 純也 

 元国際理事 川 島 正 行 

 前地区ガバナー 椎名 健二 

第 1副地区ガバナー 鈴木 光成 

第 2副地区ガバナー 鈴木 孝昌 

GLT コーディネーター 結 城 健 一 

GMT コーディネータ― 太田  敬 

GET コーディネーター 藤 田 匡 史 

WYPT コーディネーター 中 山  景 子 

GST コーディネーター 渡 辺 ま り 恵 

7. 議事規則の採用及び議長選出・定足数確認 キャビネット幹事 関川 恵一 

8. 議長就任 地区ガバナー 若林 純也 

(1)議事録作成人指名 

(2)地区ガバナー提出議案について 

9. 地区ガバナー報告 

(1) 国際協会費の今後の増額について 

10. 委員長報告   

(1)GLT リーダーシップ育成委員会 委員長 大髙 勝利 

(2)GMT・GET 委員会 委員長 富島 純一 

(3)WYPT 委員会 委員長 刑部ともこ 

(4)LCIF・国際大会委員会 委員長 植田 佳男 

(5)PR・IT・マーケティング委員会 委員長 坂入 武史 

(6)日本ライオンズ・アラート・環境保全委員会 委員長 関  義 則 

(7)ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 委員長 黒澤 清訓 

(8)YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員会 委員長 今井 章人 
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(9)地区年次大会 委員長 吉澤  敦 

11. ゾーン・チェアパーソン年次報告  各ゾーン・チェアパーソン 

12. 決議の確認 地区ガバナー 若林 純也 

13. 幹事報告 キャビネット幹事 関川 恵一 

14. 閉会宣言・閉会ゴング 地区ガバナー 若林 純也 
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2025-2026 年度 333-E 地区会議運営議事規則要点 
 

●４つの原則 

１． 一時一件の原則 

１度に１つの議題だけを討論し、決議する。複数の議案を審議しない。 

２． 一事不再議の原則 

以前議決した案件を再度審議できない。３分の２以上の賛同が必要。 

３． 多数決の原則 

決議は、定足数の 1/2 以上の賛成。賛成 反対を明確にする。 

４． 定足数の原則 

会議開始時に定足数に対して、会議が成立していることを確認する。 

 

 

●発言 

１． 発言はすべて議長の許可を得て発言する。 

２． キャビネット会議においての発言の権利は投票権者のみ有効とする。 

３． 発言者は「意見か」「質問か」「動議か」を冒頭に言う。 

４． 発言は議長の許可を得て 1 議題につき、1 回 2 分以内、通算 2 回までとする。 

 

 

●動議 

１． 動議が上がった場合、セカンドを確認する。 

２． セカンドいる場合、この動議を審議するか否かを投票権者に決議をとる。 

３． 決議は、定足数の 1/2 以上 の賛成で動議を提議し、1/2 以上の反対で動議を却下す

る。 

 

 

●代理投票・委任状の禁止 

１． 国際協会会則第 6 条 5 項により代理投票・委任状は禁止とする。 
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第 4回キャビネット会議 地区ガバナー提出議案  

 

議案   無し 

 

 

 

 

地区ガバナー報告 

・国際協会費の今後の増額について 
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地区ガバナー報告 

 

〇国際協会費の今後の増額について【参考】 

 

【国際会費が増額される理由】 

年々のインフレと物価上昇により、ライオンズクラブ国際協会においても世界中の企業に

おいても運営コストが増加しています。国際協会では大幅な支出削減とコスト削減策を講

じてきましたが、それでも現行の国際会費では増大する費用をまかなうことができません。

国際理事会はライオンズクラブ国際協会の財務状況を慎重に検討した結果、世界中のライ

オンズ会員のニーズに応え続けるために国際会費を引き上げる提案をすることにいたしま

した。 

 

【国際会費増額の今後のスケジュール】 

現在の 50 ドルの国際会費を、2028 年から 5 年間にわたって年間 2 ドルずつ増額する。 

• 2028 年 7 月 1 日に 2 ドルの増額 

• 2029 年 7 月 1 日に 2 ドルの増額 

• 2030 年 7 月 1 日に 2 ドルの増額 

• 2031 年 7 月 1 日に 2 ドルの増額 

• 2032 年 7 月 1 日に 2 ドルの増額 

 

国際理事会は、国際会費増額の決議案を承認しました。改正案は、香港で行われる 2026 

年国際大会で、正規大会代議員による投票にかけられます。可決されれば、2028 年 7 月

1 日から改正の適用が始まります。 

 

【ライオンズクラブ国際協会の会費と他組織との比較】 

・国際ロータリー      82 ドル 

・キワニスクラブ国際協会  77 ドル 

・ライオンズクラブ国際協会 50 ドル 

 

【国際会費は何に使われていか】 

ライオンズクラブ国際協会はグローバルな組織であり、世界中の 50,000 クラブに存在する

140 万人余りの会員を支援しています。ライオンズクラブ国際協会本部スタッフの支援と

各種プログラムによって、私たちは世界中で今のレベルの奉仕を提供することができてお

り、奉仕のリソースとプログラム、研修の機会とリソース、クラブ運営と会員への支援、国

際大会やイベント、14 言語での言語サービス、テクノロジーとデジタルプロダクト、グロ

ーバル・マーケティング・PR・広告、リーダーへの支援、法的支援や賠償責任保険などを通

して、会員とクラブが常に全面的な支援を受けられています。なお、国際会費はライオンズ

クラブ国際財団（LCIF）の交付金やプログラムの資金とはなりません（これらは寄付によっ

て賄われています）。 
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【国際会費の使途】 

会費増額により、増大する費用に対応できるようになり、クラブと奉仕活動を支えるために

必要な支援水準を維持することが可能となります。これには、私たちのインパクト、会員数、

奉仕の質を高める各種プログラム、イニシアチブ、テクノロジーの継続的な提供が含まれま

す。 

 

【国際協会の経費削減の取り組み】 

ライオンズクラブ国際協会は、財務の徹底的な見直しを完了しており、経費削減のために以

下の措置がすでに取られています。 

• 運営費の削減。 

• コスト削減につながるベンダー契約の再交渉。 

• 会員にとっての価値と費用対効果（ROI）を精査・検討した上での一部プログラムの撤廃。 

• 人員体制の見直しと調整。 

• 自動化による業務効率の向上。 
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委員長現況報告 

現 況 報 告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

                  GLT リーダーシップ育成委員長  大髙 勝利 

 

本年度 GLT リーダーシップ育成委員会では、「研修の質を高め、地域リーダー発

掘・育成を図る！」を目標に、事業を行ってまいりました。 

委員会として積極的な運営を心掛け事業を行うことによって、「リーダー発掘・育

成」「ライオンズスキルの引き上げ」に繋がったと思います。 

そして、地区ガバナーの任務である「効果的なクラブ運営の徹底」や「クラブレベル

と地区レベルでリーダー育成と技能開発を提供」することで、自らが行動を出来る人財

を増やし、この 333-E 地区全体がより良い地域へと進化したと確信しております。 

また、地区ガバナースローガン『MISSION1.5 IMPACT！』を念頭に、通年で行われ

る研修会に変化をもたせることで、より個々やクラブの成⾧に繋がっていったと思いま

す。 

具体的には、 

●次世代のリーダー発掘・指導及びクラブ・ゾーンを変えるような組織強化を 

目的とした研修会（セミナー）水戸・土浦 2 回 

→10 月 2 日・10 日 水戸・土浦会場にて根本地区名誉顧問、大髙地区名誉顧問に 

よる研修会を実施  

●カンファレンス 

→11 月 9 日 中間発表として 若林ガバナー 講演 

        委員会メンバーによるゾーン・クラブ事業 発表 

●ノンライオン（青年経済人）とメンバーを集め、地域から共感を得る組織について 

考える時間を通して、今後の活動に活かして頂くことを目的とした交流会 

→2 月 26 日 1 部 パネルディスカッション「地域から共感を得る組織とは」 

2 部 交流会(ノンライオンも参加) 

●オリエンテーション（新人）研修会 

→年次大会後、5 月 15 日（水戸）を予定しております。 

 

GLT リーダーシップ育成委員会として全ての事業・研修会を完遂したことで、ガバ

ナースローガン『MISSION1.5 IMPACT！』の達成へ、そして今後未来へ繋がる運営が

出来たと思います。 

多くの E 地区ライオンズメンバーにご参加いただき、本当にありがとうございまし

た。また、矢口副委員⾧をはじめ委員会メンバーの皆さま、1 年間本当にありがとうご

ざいました。 
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現 況 報 告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

GMT・GET 委員長 富島 純一 

 

 まず初めに、333-E 地区の皆様には、日頃の活動に対し深いご理解とご協力を賜り、

心より感謝申し上げます。今期、GMT・GET 委員長を拝命しております富島純一です。 

 今年度、GMT・GET 委員会では、会員拡大と会員維持を大きな柱としながら、地区全体

の活性化につながる取り組みを進めてまいりました。若林ガバナーが掲げる地区方針の

一つは、会員純増 150 名の達成です。この目標は決して数字だけを追うものではなく、

各クラブが魅力ある活動を継続し、その価値を地域社会へしっかり伝えていくことによ

って実現するものだと考えております。 

【事業報告】 

 2025 年 7 月～2026 年 2 月末 会員総数 3,470 名 

 （正会員 2,846 名 特典会員 624 名） 

 （2025 年 6 月 30 日時点 前期末会員数 3,384 名） 

 転入 29 名・再入 6名・新入 174 名・転出 23名・死亡 14 名・退会 86名 純増 86 名 

 今年度の主な取り組みとして、ライオンズカンファレンスの開催、WYPT 委員会との

合同研修会の実施、そしてそれらを通じた 333-E 地区全体のクラブアクティビティの実

質調査を行いました。各クラブがどのような活動を行い、どのような価値を地域に提供

しているのかを把握することは、今後の会員拡大と会員維持を進める上で非常に重要な

土台になると感じております。 

 私は、会員拡大と退会防止の根幹にあるのは、やはり充実したアクティビティである

と考えております。地域に必要とされ、会員自身も誇りを持てる活動があるからこそ、

新たな仲間が集まり、既存会員の定着にもつながります。今年度の調査や研修で得られ

た気づきや成果を、次年度以降の 333-E 地区全体の活動にしっかりつなげていければ幸

いです。 

 最後になりますが、ご協力を賜りました地区役員、各委員会、そして各クラブの皆様

に心より感謝申し上げます。若林ガバナー方針である純増 150 名の達成に向けても、最

後まで皆様のお力をお借りしながら、ともにやり遂げてまいりましょう。今後の 333-E

地区のさらなる発展を願い、年次大会報告とさせていただきます。 
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現 況 報 告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

WYPT 委員長  刑部 ともこ 

 

 ライオンズクラブ 333-E 地区の皆様には、WYPT 委員会（献血・視力・糖尿病予防・

小児がん支援）活動へのご理解とご協力を賜りまして心より感謝申し上げます。当委員

会の活動につきましてご報告をさせていただきます。 

【小児がん支援とライオンズクラブの広報を目的としたレモネードスタンドの実施】 

各リジョンにレモネードスタンドキット（のぼり・横断幕・テーブルクロス・マニ

ュアル）を準備し、クラブがイベント等で出展する際に活用していただけるよう、WYPT

地区委員のご協力により、管理と貸出し業務を推進いたしました。集まった寄付金は、

各クラブで茨城県立こども病院などへ寄付を行っていただいており、6月上旬には合

同寄付会の実施を予定しております。 

【GMT/GET 委員会と合同セミナー（10 月）】 

1 部では、土浦 SORA LC  Sweet 支部に所属する県立こども病院勤務の看護師お二

人に登壇していただき、病棟のケアの現況と、実際に現場でどのような物を必要とさ

れているのかをお話いただき、今後の活動の参考になりました。 

2 部では、333 複合地区 WYPT コーディネーターの古渡様に、看護師だけで構成され

ている Sweet 支部結成の経緯と、糖尿病啓発について講演していただきました。また、

会場でレモネードスタンドと血糖値簡易検査を実施いたしました。 

【カンファレンス（11月）】 

  視覚障がいの疑似体験として、アイマスクを着用し、白杖を持ってサポート者と一

緒に会場を歩き、視覚障がい者支援への理解を深めました。また、各クラブでのレモ

ネードスタンドの写真をパネル展示し、会場でもレモネードスタンドを実施しました。 

【333-E 地区 初！女性セミナー 〜ライオンズで輝く〜（2 月）】 

  女性メンバーの交流会と女性会員増強を目的とした初めてのセミナーを開催しま

した。1部では、東京みらい LC 所属 L藤田槙葉（声楽家）による「音楽の響きに学

ぶ心に届く話し方」をレクチャーしていただき、呼吸法や発声方法など、ノンライオ

ンも楽しんでいただける体験型セミナーを実施いたしました。 

  2 部では、伊藤和子 GAT 日本副エリアリーダーより「ライオンズにおける女性メン

バーの歴史と活躍」についての講演や、若林ガバナー、古渡 333 複合地区 WYPT コー

ディネーター、中山 WYPT コーディネーターとのパネルディスカッションも行い、和

やかな雰囲気の中で楽しい交流会を行うことができました。 

【支部づくり】 

水戸葵 LC フードパントリー支部、水戸チアフル LC レモネード支部、 

岩井 LC 岩井 Dreamin'支部 が結成されました。 

 

引き続き WYPT 委員会活動へご協力をいただけますようお願い申し上げます。 
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現 況 報 告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

LCIF・国際大会委員長  植田 佳男 

 

 本年度、若林ガバナーの下、LCIF・国際大会委員長を務め早 10 か月、振り返れば早

いもので今期も残り 2か月となりました。これは偏に皆様のご協力・ご支援があったか

らこそ本日まで務める事が出来て深く感謝申し上げます。 

 改めてのお願いとなりますが、ライオンズクラブ国際財団（LCIF）は人道支援・災害

支援・医療支援・青少年育成など世界規模での社会奉仕活動を支える重要な財団になっ

ております。今期も残すところ約 2 か月となりました。地区目標達成に向けて 100 ドル

寄付及び 1,000 ドル寄付のご支援をどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 本年度の主な取り組みは以下の通りです。 

◎地区目標 510,000 ドル  

 寄付実績 387,974 ドル   達成率 76％（3 月末実績） 

◎9月 27 日 LCIF セミナー   参加人数：90 名 

 セミナー内容 LCIF の歴史など LCIF 全般についてのセミナー 

◎11 月 9日 ライオンズカンファレンス   寄付額：101,106 円 

 LCIF チラシ配布・LCIF の説明ビデオ・チャリティーBOX の設置 

◎11 月 18 日 LCIF チャリティーゴルフコンペ 

 場所：スターツ笠間ゴルフ俱楽部   参加人数：77 名   寄付額：82,000 円 

  

 

 国際大会は、世界各国のライオンズと交流し、国際的な奉仕活動への理解を深める貴

重な機会です。 

 今後も積極的な参加を呼びかけ国際交流の輪を広げて行きましょう。 

◎第 62回 OSEAL フォーラム札幌大会  

大会登録者数：333-E 地区 290 名 

 333 複合議長・ガバナーを囲む晩餐会 E 地区登録者：75 名  

地区交流会登録者：60名 

◎第 108 回ライオンズクラブ国際大会 

 ［開催地］香港特別行政区 

 ［期 間］7月 3日(金)～7月 7日（火） 

   ※パレードは閉会式翌日 7月 7日（火）最終日の午前中に行われます。 

 ［公式行事会場］アジアワールド・エキスポ 

    

多くの方の、ご参加をお願い申し上げます。 
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現 況 報 告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

PR・IT・マーケティング委員会 坂入 武史 

 

  本年度、地区内各クラブ、メンバーの皆様には、ご多用の中、ご理解ご協力を賜り

まして誠にありがとうございます。 

 

【委員会報告】 

1. ライオンズサイト 

継続事業である茨城新聞様のライオンズサイト記事掲載は、皆様のご協力によ

り順調に原稿提出・記事掲載ができております。 

茨城新聞の記者さんの要望でもある画像の質の向上、記事内容の充実等を図る

ことができました。掲載の順番が回ってきましたら地区委員からご案内をいた

しますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

2. SNS の活用 

10/8 ライオンズクラブ世界奉仕デー画像提出にご協力いただきありがとうご

ざいました。ご提出いただいた 67 クラブの画像を使って動画を作成しライオ

ンズクラブカンファレンスにて展示、YouTube にて公開することでできました。 

5/23 の茨城県内海岸一斉清掃の動画も作成します。前回同様活動の画像を収集 

いたしますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

Facebook への投稿も随時アップをしていただきありがとうございます。 

今後は Facebook と併せて Instagram の活用を促進していきます。各クラブの

Instagram アカウントの作成を進めていきます。 

SNS のフォロー数につきましてはさらなる拡大の余地はございますが、順調に

純増することができました。引き続きフォロー推進にご協力ください。 

 

3. ライオンポータルの活用推進 

ライオンポータルのアクティビティ報告ですが前回 85％から 91％となりまし

た。報告率 100％達成を目指していきますので、ご協力をお願いします。 

 

今期も残りわずかとなりますが、引き続きご理解とご協力、またご指導を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 

各 SNS のクラブメンバーの皆様のフォローをお願いします。 
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現 況 報 告 

                

ライオンズクラブ国際協会 3333-E 地区 

              日本ライオンズ・アラート・環境保全委員長  関 義則 

 

日頃より 333-E 地区の皆様には、当委員会のご理解とご協力を賜り心より感謝申し上げま

す。当委員会の事業報告と今後の事業計画を説明させて頂きます。 

 

【事業報告】 

１．去る 3 月 11 日(水)、東日本大震災から 15 年目の節目にあたり開催いたしました「ア

ラートセミナー」におきましては、ご多忙中の中にもかかわらずメンバーの皆様にご参

加を賜り、誠にありがとうございました。本セミナーでは、若林ガバナーに講師をおね

がいし、震災の教訓を改めてふりかえるとともに、防災意識の向上と地域における支え

合いの重要性について理解を深める機会となりました。講和のなかでも「災害は前もっ

てわかることではない。ライオンズクラブの災害活動は無理せず、できる人ができる時

に、自己完結で、現地メンバーに無理をかけない。自分でできることは、少しだけの手

助けかもしれないが、その連続は大きな助けとなります。」というお話があり、今後も

地域社会の奉仕活動を通じ We Serve のもと各クラブのご活躍をお願い致します。  

 

【委員会事業計画】 

１．333-E 地区 海岸一斉清掃の開催 

この度、333-E 地区では環境保全事業の一環として「茨城県内の海岸一斉清掃活動」を

実地する運びとなりました。海岸の美化と地域環境の保全を目的とし、地域社会への奉

仕活動として取り組んでまいります。近年、海洋ゴミ問題は深刻化しており、私たち一

人ひとりの行動が美しい自然環境を守る力となります。本活動を通じて、地域の皆さま

とともに環境保全への意識を高め、次の世代へ豊かな自然を引き継いでいきたいと存

じます。 

つきましては、各クラブメンバーの皆様のご理解とご協力の上、沢山のメンバーのご参

加を、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

日  時 ： 2026 年 5月 23日(土) 午前 9時～12時  ※雨天の場合 5月 24日(日) 

場  所 ： 北茨城市 ～ 神栖市波崎町の海水浴場 12 施設 

持ち物 ： 軍手・帽子・タオル・飲み物 

服  装 ： 動きやすい服装・長靴 

 

※各市町村にボランティア清掃活動届出を提出しておりますので、担当クラブに打合せ内

容及び担当者の名前を明記してご連絡致します。また、担当クラブは各市役所と連絡を取

合い、ゴミ袋の枚数を連絡し、前日までにゴミ袋の引取をお願い致します。回収したゴミ

を置く場所も市役所担当様に連絡し、引取をお願いしてください。 

お手数をおかけしますが、宜しくお願い申し上げます。 
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現 況 報 告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長  黒澤 清訓 

 

  333-E 地区メンバーの皆様におかれましては、日頃よりライオンズクエスト・薬物

乱用防止活動にご協力、ご支援を賜り心より感謝申し上げます。 

 

１ ライオンズクエスト活動について 

    今期は、ライオンズクエストワークショップを夏季に 6回開催することが出来

ました。開催・運営にご尽力いただいた各リジョン、ゾーン、クラブに感謝申

し上げます。今回久しぶりの開催にこぎつけたゾーンもあり、裾野の広がりを

感じます。 

    またライオンズカンファレンスでは、昨年度に引き続き、つくば中央 LC バッ

クキャスティング支部によるセミナーを開催し、ライオンズクエストの成り立

ち、活動の手順を確認し、現在の問題点を把握し、活動を広めるためには何を

すれば良いかなどを考える場となりました。 

    次期も既に多くのリジョン、ゾーンからのエントリーをいただいております。

地区内全体への広がりをみせており、この広がりをより一層加速させていくこ

と、また基礎編から実践編へステップアップしていくことを次期委員会に引き

継いでいきたいたと思います。 

２ 薬物乱用防止活動について 

    各クラブにおかれましては、それぞれの地域で活発に薬物乱用防止教室を実施

していただいております。7～2月末までの累計で、実施件数 75件、参加生徒

人数 10,008 名でした。各クラブのご尽力に感謝いたします。 

    また 2月に開催いたしました薬物乱用防止教室認定講師養成講座には、160 名

の参加をいただきました。新たに認定講師資格を取得されたメンバー、更新さ

れたメンバーの皆様におかれましては、是非、積極的に薬物乱用防止教室の講

師を務めてくださいますようお願い申し上げます。そしてこの講座の実践講座

が各クラブの活動を発表する場になっていけばと思っています。 

３ 333 複合地区ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会について 

    2026年 2月に、複合 5地区の関係委員が都内に集まり委員会が行われました。

各地区の活動内容を知るとともに、抱える問題などを話し合いました。 

 

最後に、委員会として皆様の活動がさらに発展していていくことを祈念しつつ、今期 

一年間のお礼を心から申し上げまして年次報告とさせていただきます。 

ありがとうございました。 
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現 況 報 告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員長  今井 章人  

 

YCE・レオ・青少年育成・食料支援委員長 今井 章人でございます。 

平素より当委員会の活動に対し、多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

 

【YCE 事業】 

 YCE 事業につきましては、今期は夏季来日生として、ハンガリー、デンマークより計

2名を受け入れました。ホストファミリーを引き受けてくださった水戸西 LC、鹿島 LC、

牛久茎崎 LC、取手 LCの各ご家庭ならびにクラブの温かいお力添えにより得た貴重な経

験は、彼らにとって一生の財産になると確信しております。受け入れにご協力いただい

た皆様には深く感謝申し上げます。 

2026 夏期に訪日します YCE 生がリトアニア、メキシコより各 1 名の計 2 名の受入が

決定致しました。ホストファミリーをお引き受けいただく 2R・4R の計 4 家庭の皆様に

は、心より御礼申し上げます。またご担当頂きますクラブやゾーンの皆様に対し、委員

会としても最大限のフォローに努めてまいる所存でございます。ご協力頂きますメンバ

ーの皆様方に重ね重ね感謝を申し上げます。 

  

【国際平和ポスター・コンテスト】 

 昨年の『国際平和ポスター・コンテスト』では、皆様の多大なるご協力により、例年

同様、他地区を圧倒する多数のご応募を頂きました。また、ご提出いただいた作品はど

の作品も大変見応えのある質の高い内容でした。多大なるお力添えをいただいた皆様に

支えられ、充実した内容となりましたことに改めて御礼申し上げます。 

今期は、若林ガバナーのご提案により、入賞 18 作品をちりばめたカレンダーを茨城

県内全学校にお届けをし、大変なご好評を頂きました。今回のカレンダー配布事業は、

各学校への貴重なアプローチの機会となったことと思います。配布にご尽力を頂きまし

たゾーン・チェアパーソンの皆様やクラブの皆様方にこの場をお借りまして感謝申し上

げます。 

 

当委員会の活動はゾーン・チェアパーソンの皆様、各クラブの皆様の力強いご協力に

より支えられております。これまでの多大なるご厚意に対し、改めて心より深く感謝申

し上げます。１年間ありがとうございました。 

 

                    We Serve 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 

ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

1R1Z ゾーン・チェアパーソン  菊池 清次 

（日立桜 LC） 

 

 本年度、ライオン歴 30年 喜寿をすぎてのゾーン・チェアパーソンを拝命しました。

ゾーン内各クラブの協力をいただき、各クラブとの連携と奉仕活動の強化を図ってまい

りました。 

1R1Zには80歳を超えてもクラブ会長としてリーダーシップを発揮している先輩には

大変刺激をいただきました。 

キャビネットではペーパーレスで全てデータ送信につき、70 歳を過ぎている三役・

地区委員にはパソコンの操作が厳しい状況におられる方もおり、資料はプリントアウト

し会議を開催いたしました。 

ゾーンの最初の活動として、国際平和ポスター・コンテストへの各学校へのご依頼(32

校)、夏休み明けの作品回収(239 点)、作品展示作業・作品一般公開(2 日間)、来場者 275

名と大変好評でありました。応募協力者の生徒に感謝です。 

また、1R1Z では昨年度に続き茨城県知事賞を受賞することができました。 

本年度応募作品のカレンダーを作成頂いたことに深く感謝申し上げます。学校関係者

並びに生徒ご父兄も大変喜んでいただきました。 

次年度はライオンズの奉仕活動(献血・献眼・ボランティア等)を記載していただけれ

ば、地域社会の方々に我々の活動が周知され会員増強にも繋がると思います。 

ゾーン会長会議の開催や各クラブへの訪問を通じて、各クラブが地域社会に溶け込ん

だ奉仕活動、青少年健全育成、献血活動協力実施にはランオンズクラブメンバーの【We 

Serve】の精神が浸透していると強く感じたところです。 

333-E 地区において、来る 5 月 23 日に実施される「茨城県内海岸一斉清掃」には海

に接していないライオンズクラブの協力でクリーン清掃を成功させたいです。 

任期を振り返りますと、多くのメンバーに出会えたことは、大きな財産でありました。

今後は年を忘れ心は青春で、チャレンジ精神とグローバルな視点を持ち、社会貢献でき

るライオンズマンとして歩んでいく所存です。 

一年間と短い期間でしたが、皆様のご支援ご協力に感謝申し上げます。 

 

ありがとうございました 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

1R2Z ゾーン・チェアパーソ  永井 大貴 

（勝田グリーン LC） 

  

本年度、ゾーン・チェアパーソンという大役を拝命し、ゾーン内各クラブの連携強化

と活動の活性化を目標に一年間努めてまいりました。歴史と伝統あるライオンズクラブ

の一員として、このような機会を頂きましたことを大変光栄に感じるとともに、各クラ

ブの皆様のご理解とご協力に支えられながら任務を務めることができましたことに、心

より感謝申し上げます。 

本年度は、ゾーン会長会議の開催や各クラブへの訪問を通じて、会員相互の情報共有

と親睦の深化に努めてまいりました。各クラブが地域社会のニーズを的確に捉え、それ

ぞれの特色を生かした奉仕活動を展開されている姿に触れ、改めてライオンズクラブの

社会的意義とその力強さを実感する機会となりました。また、会員増強やクラブ運営の

課題についても率直な意見交換が行われ、ゾーン全体として前向きな方向性を共有する

ことができたことは大きな成果であったと感じております。 

今日、地域社会を取り巻く環境は大きく変化しており、社会が抱える課題も多様化し

ております。そのような時代にあってこそ、私たちライオンズクラブが掲げる「We Serve」

の精神は、より一層重要な意味を持つものと確信しております。各クラブが地域に根ざ

し、誠実な奉仕活動を積み重ねておられることは、地域社会にとって大きな希望であり、

かけがえのない財産であります。 

任期を振り返りますと、ゾーン・チェアパーソンとしての活動を通じて、多くの学び

と貴重な出会いを得ることができました。これもひとえに、ゾーン内各クラブの皆様の

温かいご支援とご協力の賜物であり、深く敬意と感謝を申し上げます。 

今後とも各クラブが相互の絆を深めながら、さらなる発展と地域社会への奉仕活動の

充実に向けて歩み続けられることを心より祈念申し上げ、ゾーン・チェアパーソンとし

ての活動報告とさせていただきます。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

1R3Z ゾーン・チェアパーソン  瀧 正秀 

（常陸大宮 LC） 

 

 本年度の 1R3Z では、各クラブが「We serve」の理念のもとに、それぞれのクラブが

県北地域に根ざした奉仕活動を実施してきました。 

 青少年育成事業・環境保全・献血推進・薬物乱用防止と多様な地域に合った活動で各

クラブが成果を上げられましたことは、クラブ会長と会員の皆様のご尽力の賜物であり、

心より感謝を申し上げます。 

また、ゾーン内の連携を深めるため、ゾーン内での地域にある県北のゴルフ場を活か

した親睦ゴルフ大会を開催し、各クラブの相互理解を深めることができました。特に各

クラブの特色ある活動を共有することで新たな気づきと刺激を得る機会となり、ゾーン

の活性化につながったと感じています。 

 さらに本年度は、常陸太田ライオンズクラブ結成 60 周年記念式典が挙行され、長年

にわたる地域貢献の歴史に敬意を表するとともに、この節目を契機にさらなる飛躍が期

待されるところです。 

 一方で、県北人口の減少や少子化高齢化により、会員の退会者も見受けられますが、

地区委員の活動により各クラブの会員増強にも期待するところです。 

今後は、各クラブが楽しく活動できるよう魅力あるクラブ運営と、地域に寄り添った

事業を継続して奉仕活動の推進に努めてまいります。 

結びに、本年度 1R3Z の運営にご理解とご尽力をいただいた皆様に心より感謝を申し

上げ、1R3Z のさらなる発展をご祈念申し上げ年次報告といたします。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

2R1Z ゾーン・チェアパーソン  村田 豊 

（水戸 LC） 

 

このたび、ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 2R1Z ゾーン・チェアパーソンとして

の任期を無事に終えるにあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

 

この一年間、ゾーン内各クラブの皆様には、ゾーン運営に対し格別なるご理解とご協力

を賜りましたこと、心より御礼申し上げます。ゾーン・チェアパーソンという大役をお

引き受けした当初は、不安と責任の重さを強く感じておりましたが、各クラブ会長をは

じめ、会員の皆様の温かいご支援とご助言に支えられ、何とかこの一年を務め上げるこ

とができました。 

 

本年度は、若林純也地区ガバナーのもと、〈MISSION1.5   IMPACT!〉の精神を改めて胸

に刻み、各クラブが地域社会への奉仕活動に真摯に取り組まれた一年であったと感じて

おります。ゾーン内においても、クラブ間の連携と親睦が深まり、互いに支え合いなが

ら活動できたことは、大きな成果であったと確信しております。 

 

ゾーン・チェアパーソンとして多くのクラブを訪問させていただく中で、ライオンズク

ラブの原点は「人と人とのつながりで」あり、その「絆」こそが奉仕活動を支える力で

あると改めて実感いたしました。この貴重な経験は、私自身にとって何ものにも代えが

たい財産となりました。 

 

今後は一会員として、引き続きライオンズクラブの発展と地域社会への奉仕に微力なが

ら尽力してまいります。結びに、333-E 地区のさらなるご発展と、2R1Z 各クラブの益々

のご活躍、ご健勝をご祈念申し上げ、任期満了のご挨拶とさせていただきます。 

 

一年間、本当にありがとうございました。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 

                    ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

2R2Z ゾーン・チェアパーソン  鈴木 邦夫 

（潮来 LC） 

 

2R2Z会員の皆様におかれましては、日頃よりクラブ活動へのご理解とご協力を賜り、

心より御礼申し上げます。 

本年度も、私たち 2R2Z は「We Serve」の精神を胸に、地域社会の発展と人々の幸福

のため、多岐にわたる奉仕活動を展開してまいりました。 

まず、青少年育成事業として、地元小中学校へのライオンズクエストワークショップ

や国際平和ポスター・コンテスト、スポーツ大会等の後援を行いました。 

また、他地区のクラブと合同食育事業として、芋や稲の苗植えを子供たちに体験して

もらい、収穫期には芋ほりや稲刈りをして収穫した食材でバーベキューを行い味わって

もらう事で、食の大切さを感じてもらいました。これらは未来を担う子どもたちの健全

な成長を支援する事に繋がるものです。 

環境保全活動では、市街地清掃や植樹活動を継続的に実施し、これにより地域の自然

環境保護と美化に貢献するとともに、環境意識の向上にもつながりました。特に若林純

也ガバナーが提唱した、10 月 8 日に実施した「世界ライオンズ奉仕デー」一斉実施で

は、333-E 地区の多くのクラブが参加し、333-E 地域全体が一体となる温かい交流の場

を創出することができました。 

また、2026 年 5月 23 日に行われる茨城県内海岸一斉清掃では、333-E 地区 78 クラブ

が参加して実施する活動は「ライオンズクラブの精神や目的」を表す地域社会の生活、

文化、福祉および公徳心の向上に積極的関心を示し、友情、親善、相互理解のきずなに

よってクラブ間の融和をはかり、ライオンズクラブとして最も象徴的なプロジェクトで

す。今期の若林純也ガバナーとキャビネットの皆さんの意気込みが感じられます。これ

らの成果は、会員一人ひとりの献身的な努力と、地域の皆様、行政、関係団体のご協力

の賜物であり、改めて深く感謝申し上げます。 

来年度は、これまでの活動をさらに発展させるとともに、新たな社会課題にも積極的

に取り組み、より多くの笑顔と希望を地域に届けられるよう努めてまいります。 

末筆ながら、会員の皆様のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げ、ここに本年度の

年次報告とさせていただきます。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

3R1Z ゾーン・チェアパーソン  安達 勲 

（常陸小川 LC） 

 

 昨年 7月に 3R1Z のゾーン・チェアパーソンを拝命し、早いもので 9 か月が経ち最後

となる第 4回のキャビネット会議を迎える運びとなりました。この間、各クラブ会長・

クラブ三役およびメンバーの皆様には様々なご支援、ご協力を賜り感謝申し上げます。 

 ガバナー公式訪問、会長会議およびガバナー諮問委員会においては、若林純也ガバナ

ーのスローガンである〈MISSION 1.5 IMPACT!〉7 つの地区ガバナー方針を理解し、思

いを共有出来る様にゾーン内各クラブ会長を通して伝達する事に注力し、会員相互の連

携や懇親を深めることができたと思います。 

 また、私自身各クラブの合同例会を訪問させていただき、各クラブの運営や活動内容

をつぶさに見聞し、さらにクラブ役員以外のメンバーの皆様と意見交換や懇親を深める

事ができ、楽しい時間を過ごすことができました。 

 その他ゾーン内の活動については、6クラブが新たにレモネードスタンドを実施いた

しました。会員増強については、2 月末現在で新会員 3 名、退会者 2 名の純増 1 名で、

大変苦戦しているところです。LCIF については、MJF に 8名からご賛同いただき全体で

＄13,380 と例年以上にご賛同いただきました。平和ポスター・コンテストについては、

昨年同様の 279 点の応募がありました。 

 振り返ってみると至らない点が多々あったと思いますが、皆様のご協力により何とか

職責を全うすることができました。 

 

改めまして、若林ガバナーをはじめ、キャビネットの皆様、3R 各クラブ会長並びに三

役の皆様、3R 地区委員の皆様、3R 各クラブメンバーの皆様、大変お世話になり、ご支

援ご協力に心より御礼申し上げ、年次報告とさせていただきます。 

  ありがとうございました。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

4R1Z ゾーン・チェアパーソン  入江 謙吾 

(土浦北 LC) 

 

 2025-2026 年度、4R1Z のゾーン・チェアパーソンを拝命し、若林純也地区ガバナーの

「MISSION1.5 IMPACT!」の地区ガバナースローガンのもと、現在まで務めてまいりまし

た。4R1Z は数年前までは 333-E 地区内のゾーンの中で 1 番人数が多かったのですが、

残念ながら 2 年前の齊藤元地区ガバナーの時を境に 4R2Z がゾーンで 1 番多くなりまし

た。勝ち負けではございませんが、今年度は 8 クラブの会長にも「2Z や他のゾーンに

負けていられない」とお願いをしつつ、会員増強に邁進してまいりました。我々4R1Z は

元々、力があるゾーンだと思っておりますので、残りの期間も会員増強、LCIF の地区目

標を達成すべく尽力いたします。 

 

 ゾーン合同事業・行事といたしまして、9月の地区ガバナー公式訪問例会から始まり、

ZC 訪問例会、11 月には毎年行われている土浦花火大会翌日の清掃活動があり、前期は

とても忙しく過ぎていきました。後期になり、1 月初旬の新年合同例会から始まり、3

月には今年度から開催時期が変更された 4R ライオンズクラブ少年野球大会予選・決勝

がございました。4R1Z・2Z 合同事業である小学生を対象とした 48 回目になる 4R ライ

オンズクラブ少年野球大会は、例年 7月に行われておりましたが、温暖化の影響か、気

温が危険な状況での開催となっており、児童が熱中症で体調不良を訴えるケースが増え

てきたことを鑑み、昨年度より前ゾーン・チェアパーソンと話し合いを進め、初めて 3

月の開催となりました。例年とは違い、温かい気温の中で桜も開花しており、快適な大

会になったと思います。私が大会長となり、勝手がわからなかった中、一緒に成功に導

いてくださった、2Z の ZC、ホストクラブのつくば HOPELC の皆様に感謝申し上げます。 

 

 最後になりますが、私と共にゾーンの運営を支えてくれた堀利治ゾーン幹事、合同事

業を成功に導いてくださった 4R2Z の對﨑寛 ZC、和田篤ゾーン幹事に感謝申し上げると

ともに、ご尽力いただきました若林純也地区ガバナーをはじめとするキャビネット内局

員の皆様、地区委員、クラブ 3役、クラブメンバーの皆様に感謝申し上げ、年次報告と

させていただきます。ありがとうございました。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

4R2Z ゾーン・チェアパーソン  對﨑 寛 

（つくばアウル LC） 

 

2025-2026 年度 若林 純也地区ガバナーの掲げるスローガン「MISSION1.5 IMPACT!」

のもと１年間 4R2Z の 9クラブと活動地域に奉仕の歩みを共に進めてまいりました。 

年度初めの 7月～9月は全クラブ合同の「献血啓発運動」、地域祭事まつりつくば 2025

での「献眼・薬物乱用防止啓発運動」、地区ガバナーをつくば市にお招きし開催した「地

区ガバナー公式訪問合同例会」を実施致しました。 

10 月～12 月は 333-E 地区各委員会によるセミナーなどへの参加、「ライオンズカンフ

ァレンス」、「第 62 回札幌 OSEAL フォーラム」への参加、「筑波ヤングライオンズクラ

ブ」の EXT による「筑波グローバルガンズライオンズクラブ 結成式」、4R2Z 内の各ク

ラブ主催の「チャリティーゴルフ」、「小児がん支援に伴うレモネードスタンド」「薬物

乱用防止教室および啓発運動」やクラブ独自の奉仕活動を実施して頂き、上半期を進む

ことができました。 

1 月～3 月は次期 4R2Z 全クラブ合同では初開催となる「ライオンズクエスト準備委

員会」、「つくば HOPE ライオンズクラブ 5 周年」、「つくば西ライオンズクラブ 35 周

年」、「4R ライオンズクラブ少年野球大会（1Z・2Z 予選・決勝）」の開催と、皆様と共に

御祝の時間を共有しつつ地域奉仕を展開していきました。 

4 月～年度末に「つくばアウルライオンズクラブ 10 周年」、「4R2Z 合同新会員研修」、

「4R2Z IT セミナー（次期向け）」の開催、「108th Lions International Convention 

HONG KONG 2026」の参加となります。 

1 年間の「キャビネット会議」、「ガバナー諮問委員会」、より多くの奉仕を届ける為の

「奉仕活動の推進」と「クラブ組織強化」、国際奉仕である「LCIF 寄付」などに御協力

頂きました全ての方々に改めて御礼いたします。 

結びに、若林 純也地区ガバナーをはじめとする 333-E 地区 内局員およびキャビネ

ット事務局の皆様の寛大な御尽力、4R2Z 内の 9クラブ役員をはじめとする全メンバー

の皆様の御協力に感謝と尊敬の意を込めて年次報告とさせて頂きます。 

 

We Serve！ 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

            
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

                 5R1Z ゾーン・チェアパーソン  蛯原 誠治 
（江戸崎 LC） 

 
今期の若林純也ガバナ－のスロ－ガンは「MISSION1.5 INPACT！」です。 

私どものゾーンは、メンバ－一丸となって努力して参りましたが、まだまだ目標の数

字には到達出来ず申し訳なく思っています。しかし、ガバナ－のご指導と地区役員はじ

め各クラブ会⾧の御理解と御協力により LCIF の地区目標を達成することができまし

た。また、秋に稲敷市で実施されたフォルクスワーゲン祭りでは、レモネードスタンド

を出店し、その収益金を 5R2Z 小嶋 ZC と江戸崎 LC 根本会⾧とで茨城県立こども病院

に寄付させていただきました。 

ところで、今期はリジョン・ゾーンの再編が決議されました。5 リジョンではパスト

会議を開催し、再編について先輩方の御意見をお伺いしました。結論としていくつかの

懸念点があるかも知れませんが、まず決議どおり実行してみて、将来不具合があるよう

でしたらその時点のキャビネットにて改善していただければとのことで、リジョン・ゾ

ーン再編につきましては賛同していただきました。 

昨年 7 月よりお受けしました ZC の任期も残すところ 3 か月あまりとなりました。 

「終わりよければすべてよし」といったことわざがありますが、6 月の任期終了時に美

味しいお酒がいただけるよう、ライオンズの皆様のより一層のご協力をお願いし、ご挨

拶とさせていただきます。           

 

We Serve 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

 5R2Z ゾーン・チェアパーソン  小嶋 吉浩 

（取手 LC） 

 

本年度、若林ガバナーが掲げるスローガン〈MISSION1.5 IMPACT!〉のもと、多大な

るご理解とご協力を賜りました 5R2Z 内 4クラブの皆様に、心より厚く御礼申し上げま

す。ここに、1年間のゾーン運営を振り返り、以下の通りご報告申し上げます。 

本年度は、ガバナー方針の中でも特に次の 3つの視点を重視し、各クラブにおいて

活動を展開していただきました。 

 

〈会員強化と組織強化〉 

当ゾーン 4クラブの会員数は、7月期首 238 名からスタートし、2 月末時点で 259 名

と実質 21名の純増を果たしました。3月以降も新入会員の報告が続いており、期末に

向けてさらなる組織の拡大が期待されます。各クラブの積極的な勧誘活動に深く敬意

を表します。 

〈行動・改革・チャレンジ〉 

前年度末、旧来の親子関係にあった 2クラブが統合し、新たに「取手大利根ライオ

ンズクラブ」として力強い再出発を切りました。地域におけるライオニズムの灯を守

り抜くための英断は、組織の持続可能性を示す先駆的な事例として高く評価されるべ

きものです。 

〈集まる・楽しむ・奉仕する〉 

各クラブでは単独または合同にて、幼児・児童を持つ困窮世帯への支援や青少年育

成事業など、地域ニーズに即した各種奉仕活動が活発に展開されました。また、例会

や各種行事を通じて会員相互の親睦も図られ、バランスの取れたクラブ運営がなされ

ておりました。 

 

【今後の課題と展望】 

一方で、例会出席率やアクティビティの実施状況は良好であったものの、LCIF 寄付

についてはキャビネット提示の目標額に届かず、ゾーン・チェアパーソンとしての働

きかけ不足を痛感しております。   

次年度に向けましては、各クラブ会員の皆様におかれまして、国際奉仕団体の一員

としての自覚を一層深めていただき、LCIF への寄付を重要な活動の一環として捉えて

いただくことが肝要であると考えます。 

微力ながら大役を全うできましたのは、ガバナーをはじめとするキャビネット役員

の皆様、事務局の皆様、そして 5R内各クラブの皆様の温かいご支援の賜物です。次年

度、新体制のもとでゾーン運営がより一層充実したものとなりますことを祈念し、年

次報告とさせていただきます。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

6R1Z ゾーン・チェアパーソン  藤田 行雄 

（常陸大和 LC） 

 

 2025-2026 年度 6R1Z のゾーン・チェアパーソンを拝命して 8ヶ月が過ぎました。 

 若林地区ガバナーの「MISSION1.5 IMPACT！」のスローガンのもと、各委員会の方針

達成にむけ各クラブとも協力し合い、各種活動を実施しています。 

 今年度は 1クラブ 1支部が解散したため 3クラブになり、これまでやってきた青少年

健全育成の一貫で行われてきた薬物乱用防止教室を他の 3 クラブが協力しあい実施し

ました。はじめての学校の訪問で最初は戸惑いましたが無事終了することができました。

また、桜川市内の 3クラブ合同での「子ども議会」を開催し、各中学校での薬物乱用防

止教室は年々成果を上げています。各クラブとも献血事業は実施回数も増え、献血量も

増えています。LCIF におきましては各クラブの方針のもと協力しています。また、会員

拡大に関しましては各クラブ 1名～3 名の増員の見込みです。 

12 月に行われた第 2 回諮問委員会は 1 泊 2 日で小名浜オーシャンホテルにおいて開

催されました。開催にあたり第 2地区ガバナーの鈴木孝昌氏を迎え、リジョンとゾーン

の編成状況等についてお話を伺いました。 

 第 3 回の諮問委員会ではキャビネットのリジョン・ゾーンの編成案に対し各クラブか

ら多くの意見が出ましたが「333-E 地区のスムーズな運営ができる編成を望む」との意

見をキャビネットへ報告しました。また、レモネードスタンド活動は年間を通して各ク

ラブが積極的におこない、ライオンズクラブの活動を多くの人に広めています。 

 それから 2月には各クラブとも会長・幹事・会計そして地区役員と新しい役員が決ま

り、次年度への準備が進んで行きます。今後は地区年次大会そして第 4回の諮問委員会

を控えています。残り 4ヶ月ですが最後まで任期を全うしてまいりますので、皆様ご支

援・ご協力の程よろしくお願いします。 

 最後になりましたが、若林地区ガバナーをはじめとするキャビネットの皆様ご指導、

ご協力いただきありがとうございました。また、事務局の皆様いろいろご迷惑をかけま

した。ありがとうございました。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

6R2Z ゾーン・チェアパーソン  坂入 信佐 

（筑西 LC） 

 

 ゾーン・チェアパーソンの役割と任務を、研修会に於いて学び、いざ実践していく中

で、6R2Z の各クラブとどのように向き合うか不安の中でのスタートでした。 

若林ガバナーよりガバナースローガン≪MISSION1.5 IMPACT！≫とガバナー方針を提

示され、クラブ訪問の際に方針と目的を推進することを通知し、ライオンズクラブとし

て最も大切である会員増強・LCIF の重要性を地区委員と共に明示させて頂きました。 

各クラブ温度差はあるもののご理解いただけたのではないかと思います。 

また訪問例会で感じたことは、各クラブ独自の大切にしている ACT を持っている事

で、そのクラブ・地域ならではの思いのこもった奉仕活動であり、青少年育成、環境美

化、高齢者対象など多種多様なものでありました。 

 6R ではクラブ訪問は 1Z・2Z ごとになりますが、ガバナー諮問委員会、ガバナー公式

訪問例会は 1Z・2Z 合同開催となっております。 

6R1Z 藤田ゾーン・チェアパーソンと共同運営方法を執っており、L 岩渕書記、L 渡辺

会計と併せて各地区委員とのチームワーク、更に各クラブのブラザー・クラブとしての

繋がりとご協力を頂き、スムーズな(そうとも言えないかな？) 運営が出来たのではな

いかと思います。 

 6R(8 クラブ)合同事業としては、国際平和ポスター・コンテスト事業を 1Z・2Z 全ク

ラブが実施していることから、12月に全作品を集めて県西生涯学習センターに於いて、

平和ポスター・コンテスト展覧会を実施し、地域内学校、関係者、一般の方に観賞頂き

表彰いたしました。 

 さらに今期は、これまで議論を重ねてこられたリジョン・ゾーン再編について、検討

が大きく進展したことに安堵いたしました。333-E 地区が今後さらなる発展を遂げられ

ますよう、私も微力ながら尽力し、全力で応援させていただきます。 

 1 年間の貴重な体験をさせて頂いた若林地区ガバナーをはじめ、キャビネットの皆様

と 6R 全クラブのメンバーの皆様に感謝申し上げます。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

７R１Z ゾーン・チェアパーソン  小山 久 

（古河 LC） 

 

今年度、7R1Z のゾーン・チェアパーソンを拝命しております、古河ライオンズクラ

ブ所属の L小山です。 

はじめに、若林ガバナー・CAB スタッフ・地区役員の皆様大変お世話になりまし

た。会長会議、諮問委員会、例会訪問等での交流の機会を通して、1Z 長塚ゾーン幹

事、2Z 松本 ZC、2Z 鹿久保ゾーン幹事、そして 7R1Z・2Z の各クラブメンバー皆様の

ご理解・ご協力を頂きこれまで無事にゾーン運営を継続することができました。心よ

り感謝申し上げます。今年度も残り 3 か月となりますが、引き続きお力添えをいただ

けますと幸いです。 

 

【今年度の主な現況報告※2026 年 2 月 26 日現】 

 

１.会員増強   古河 LC 2 名減  総和 LC 0 名  茨城三和 LC 1 名減 

２.ガバナー公式訪問  １Z・2Z 合同開催 

３.ACT    古河 LC・総和 LC・茨城三和 LC 3 クラブ合同清掃 

４.国際平和ポスター・コンテスト   ゾーン・チェアパーソン賞 １点 

５.LCIF   古河 LC ＄5,700  総和 LC ＄4,600  茨城三和 LC ＄1,740 

６.献血   古河 LC 0cc   総和 LC 38,800cc   茨城三和 LC 0cc 

７.献眼登録    

古河 LC 0 件   総和 LC 88 件   茨城三和 LC 32 件・提供 1 件 

８.レモネードスタンド    

古河 LC 茨城県立こども病院へ寄付  総和 LC 実施無し  茨城三和 LC 実施 

 

以上がゾーン内のアクティビティ及び行事です。 

ゾーン・チェアパーソンとして活動できたのは、ゾーン内各クラブ会長をはじめメンバ

ーの方々や地区委員の方々の協力とガバナーの温かい眼差しの賜物と深く感謝いたし

ます。 
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ゾーン・チェアパーソン年次報告 

 
ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

7R2Z ゾーン・チェアパーソン  松本 滝男 

（茨城境 LC） 

 

 本年度 7R2Z ゾーン・チェアパーソンを第 1回キャビネット会議で委嘱され 10 ヶ月間

務めてまいりました。早いもので第 4回キャビネット会議と地区年次大会を迎えること

ができました。これも若林純也地区ガバナーをはじめとするキャビネット構成員の皆様、

そして 7R2Z 内 6 クラブの会長およびメンバーの皆様の多大なるご支援とご協力があっ

たからです。心より感謝と御礼を申し上げます。  

 ゾーン・チェアパーソン就任当初はゾーン内 6クラブからの要望や意見をキャビネッ

トへ届け、キャビネット会議の内容をゾーンの各クラブへ伝達するだけの職務と思って

いましたが、いざスタートしてみると自クラブの活動だけでは見えてこない他クラブの

活動内容や地域の問題点などを客観的に見ることができました。  

特に各クラブともに会員数の減少や高齢化により、クラブ 3 役や地区委員などのキャ

ビネット出向者の引受け手がなく、一部有志によるクラブ運営が行なわれている事実で

す。 

本年度の成果として、各クラブが抱える問題を 333-E 地区全体で取り組み、その結果

としてリジョン・ゾーンの再編案が纏められた事だと思います。 

年度末まで残りわずかとなりましたが、問題を先送りせず、次年度の運営が円滑にス

タート出来ますよう責任をもって引継ぎに努め、残り任期を全うしたいと思います。 

改めて 1年間にわたる皆様のご理解とご協力に、心より感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 
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キャビネット幹事報告 

 

 

 
 

【333-E地区現況報告】

クラブはサバンナでの報告を行わないため集計は無し
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2025-2026 年度 333-E 地区年間行事 

2026.3.31 現在 
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2025-2026 年度クラブ周年行事予定表 

 

開催予定日 R Z クラブ名 周年数 開催場所 

2025 年 10 月 18 日(土) 7 2 つくばみらい 30 ホテルグランド東雲 

2025 年 11 月 23 日(日) 5 2 取手中央 35 取手ウエルネスプラザ 

2025 年 11 月 29 日(土) 2 1 水戸チアフル 10 ホテル・ザ・ウエストヒルズ水戸 

2026 年 2 月 7 日(土) 2 1 水戸西 55 ホテルレイクビュー水戸 

2026 年 2 月 28 日(土) 4 2 つくば HOPE 5 ホテル日航つくば 

2026 年 3 月 14 日(土) 1 3 常陸太田 60 常陸太田市生涯学習センター 

2026 年 3 月 22 日(日) 4 2 つくば西 35 ホテル日航つくば 

2026 年 4 月 4 日(土) 4 2 つくばアウル 10 ホテルグランド東雲 

2026 年 4 月 11 日(土) 1 2 東海 55 ホテルクリスタルパレス 

2026 年 4 月 12 日(日) 7 1 総和 50 共和電設とねミドリ館 

2026 年 4 月 25 日(土) 2 2 神栖 20 アートホテル鹿島セントラル 

2026 年 5 月 16 日(土) 7 2 水海道 50 常総市生涯学習センター 
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